
コロナウイルス感染リスク軽減について 

   

１．３蜜（密閉・密集・密接）の回避 

    ①ソーシャルディスタンスの確保 

     ＊人と人との身体的距離のこと、できるだけ２ｍ最低１ｍを目安に間隔を空ける。 

    ②こまめに手洗いまたは手指の消毒を行い手を清潔に保つ。物の受け渡しは極力避け、避けられない場合 

も、手洗い・手指の消毒をする。 

 

  ２．共通事項 

    ①競技会１週間前から体調管理および検温を行い、指定の体調管理チェック表に記入する。 

     ＊以下の事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせること。 

     ・体調がよくない場合（例：発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合） 

     ・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

     ・過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は  

      当該在住者との濃厚接触がある場合 

     ＊提出前に、提出するデータをコピー又は写真に撮り、自身でも保管すること。 

    ②大会当日、来場者すべての体調管理チェック表を顧問がまとめて提出する。 

＊提出されない場合は参加（来場）を認めない。 

    ③運動時以外のマスクの着用、手洗い・洗顔を徹底する。但し、マスク着用による熱中症に気をつける。 

    ④マイタオルを持参すること。 

    ⑤トイレ使用後は便座の蓋を閉めてから流すこと。 

    ⑥ゴミは各自持ち帰る。 

    ⑦競技会参加者は競技会参加後、２週間以内に発熱などの症状が４日以上続く場合は必ず最寄りの開催自 

     治体の保健所（医師等）に報告・相談し、大会主催者に報告する。 

 

  ３．競技者 

    ①競技者は原則競技開始時間に合わせて来場し、競技終了後速やかに帰宅する。 

    ②ウォーミングアップは個別に行う。 

    ③競技用具使用後は手洗い・手指の消毒をする。 

    ④更衣室の滞在は短時間とし、シャワールームの使用を禁止とする。 

     ＊更衣室の開放は女子のみとする。 

    ⑤運動中につばや痰を吐くことは極力行わない。 

    ⑥体液の付着したゴミは自己責任で処理する。（基本的に持ち帰り） 

   

４．チーム関係者・応援・観客 

    ①無観客で実施する。 

    ②声を出しての応援、集団での応援を行わない。 

    ③混雑を回避するため、競技者に付き添う者の競技場への入場を禁止とする。また、ウォーミングアップ 

場への立ち入りを原則禁止とする。 

    ④ウォーミングアップ会場の観戦を禁止する。 

    ⑤競技終了後は速やかに帰宅すること。（ミーティングを行う必要がある場合は、三密を避けること） 

   

５．トラック種目注意事項 

    ①スタート位置やフィニッシュ後に留まることを短時間とする。 

    ②レース中のマスク着用は義務づけないが、招集中・移動中・待機中はマスクを着用する。但し、マスク   

     着用による熱中症に気をつける。 

    ③レース後、手洗い・洗顔を徹底する。 

 

  

 



  ６．個人情報取得の同意 

    ①個人情報の取得目的に明記 

     ・競技運営目的以外に感染症予防対策目的として個人情報を取得する旨の同意を取得する。 

    ②個人情報の第三者提供 

     ・大会主催者が保健所・医療機関等の第三者へ情報を提供することへの同意を取得する。 

    ③個人情報の保管期間 

     ・取得した個人情報は大会終了後少なくても１か月以上とする。 

     ・保管期間を過ぎた当該情報は、適正かつ速やかに廃棄をおこなうとともに、廃棄した証を保管する。 

 

 


